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１．目 的  私たち高齢者の介護に携わるものが日々の実践を研究発表、討議 

することによって自己研鑽・相互研鑽を深め、高齢者の生活支援の 

質を高めるとともに広く県民に「介護の日」を周知し、介護への関 

心を高めることを目的にこの研究協議大会を開催します。 

なお、平成２５年７月に近畿老人福祉施設研究協議会が、ここ滋 

賀県で開催されます。そこで今年の第３回研究協議大会はプレ協議 

会と位置づけ開催します。 

2．開催日   平成２４年１１月１日（木） 

3．会 場   滋賀県立長寿社会福祉センター（滋賀県草津市笠山 7－8－138） 

4．主 催   滋賀県老人福祉施設協議会 

      社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会 

5．後援（予定）滋賀県、大津市、京都新聞社会福祉事業団 

6．参加対象者 滋賀県内の老人福祉施設役職員、老人福祉行政関係者、県市町社会

福祉協議会関係者および学生や高齢者介護に関心のある方 

7．参加費  （１）滋賀県老人福祉施設協議会会員施設役職員…無料 

（２）非会員施設および行政、社協、学生、一般の方 

①1 日参加する場合…５００円（資料代） 

②午前のみ参加する場合…５００円（資料代） 

③午後のみ参加する場合…無料 

8．参加定員  ４００名 

第３回 

滋賀県老人福祉施設研究協議大会開催要項 

『１１月
いいつき

は介護の月 

      みんなで介護について考えてみましょう』 
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９．日 程 

午前の部：分科会（実践発表） 

時間帯 内     容 

9：00～ 9：30 受付（受付終了後、各分科会会場へ移動） 

9：30～ 9：40 各分科会会場にてオリエンテーション 

9：40～10：05 第 1 発表 

10：05～10：30 第 2 発表 

10：30～10：55 第 3 発表 

10：55～11：10 休 憩 

11：10～11：35 第 4 発表 

11：35～12：00 第 5 発表 

12：00～12：10 各分科会ごとでまとめ 

12：10～ 昼食・休憩 

 

午後の部：表彰式・記念講演 

時間帯 内     容 

12：30～ 参加者受付（午後のみ参加の方） 

13：30～14：00 開会式 

滋賀県老人福祉施設協議会会員勤続表彰（10 年以上） 

   ―（会場展開）― 

14：00～15：30 記念講演 『ファインダー越しの看取り』 

講師 國森康弘（写真家、ジャーナリスト） 

＊１９７４年兵庫県生まれ。京都大学経済学研究科修士課程修了。 

 ２００３年イラク戦争取材を機に神戸新聞社退社、独立。２００

８年度、２００９年度上野彦馬賞入賞。ナショナルジオグラフィ

ック国際写真コンテスト２００９日本版優秀賞。 

 著書に「家族を看取る～心がそばにあればいい」（平凡社新書） 

 「証言沖縄戦の日本兵」（岩波書店）「3.11 メルトダウン」（凱風社） 

15：30～15：40 閉会式 

＜同時開催＞11:00～ 16：30 福祉用具展示相談会（福祉用具センターにて）  

 

10．参加申込 別紙「参加申込用紙」に必要事項をご記入のうえ、平成 24 年 10 月

12 日(金)までに郵送またはファクシミリでお申込みください。 

＜問い合わせ・申込先＞ 滋賀県老人福祉施設協議会 

 〒525-0072 滋賀県草津市笠山 7－8－138 県立長寿社会福祉センター内 

 ＴＥＬ０７７－５６７－３９２５ FAX０７７－５６７－３９２８ 
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  ＜分科会発表一覧＞ 

第
１
分
科
会 

『認知症ケアの取組みについて』 

①発表ﾃｰﾏ 
『高次脳機能障害の利用者を支援して』 

～残存機能の活用と、ありのままを受け入れて～ 

施設名 特別養護老人ホーム 長等の里 

発表者氏名 松野祐子、金子知一 

②発表ﾃｰﾏ 
『帰宅願望、入浴拒否が強い方への対応』 

～みんなの想いを汲む為に…～ 

施設名 十二坊ショートステイ 

発表者氏名 木村有香、大島栄二 

③発表ﾃｰﾏ 
『 「知りたい」という思いからの関わり』 

～利用者様から教えてもらった楽しさ～ 

施設名 特別養護老人ホーム 近江第二ふるさと園 

発表者氏名 林 鮎美 

④発表ﾃｰﾏ 
『個別ケアにつなげるための記録の必要性について』 

～記録から広がるケアの視点～ 

施設名 かふかの里デイサービスセンター 

発表者氏名 渡辺弥生 

⑤発表ﾃｰﾏ 

『利用者目線の「見える」「わかる」「使える」「できる」環境づくり』 

 「何もできん」と言っていた方が「できた！次は何をさせてもらおう」と思える。 

環境次第でできる事が増えていけば、そこに安心が生まれます。 

施設名 特養） ふくら 認知症デイサービス事業所 さくら番場 

発表者氏名 磯尾佳代子 

第
２
分
科
会 

『認知症ケアの取組みについて』 

①発表ﾃｰﾏ 
『グループホームの利点を活かした認知症ライフサポート』 

～認知症になっても生活をすることをあきらめない…在宅復帰へむけての生活支援～ 

施設名 グループホームかふかの里 

発表者氏名 木村絵美子、武村美奈子 

②発表ﾃｰﾏ 
『レビー小体病をもつ高齢者』 

～その人が安心して暮らせる場所づくり～ 

施設名 特別養護老人ホーム 菊水園 

発表者氏名 奥村美貴 

③発表ﾃｰﾏ 
『思いもよらぬ母の出席』 

～普通の暮らしの実現を目指して～ 

施設名 特別養護老人ホーム カーサ月の輪 

発表者氏名 葛原郁美、藤本理花 

④発表ﾃｰﾏ 
『過ごしやすい環境作りへの取り組み』 

～ゆとり作り奮闘記～ 

施設名 特別養護老人ホーム エーデル土山 

発表者氏名 水谷達彦 

⑤発表ﾃｰﾏ 
『「閉じ込め」からの意識改革』 

～無意識の身体拘束～ 

施設名 特別養護老人ホーム ぽぷら 

発表者氏名 酒井雅弘、安江徹夫 
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第
３
分
科
会 

『看取りケアの取組みについて』 

①発表ﾃｰﾏ 
『家族の気持ちを受け止め、寄り添う看取りケア』 

～家族にとっても納得できる看取りを考える～ 

施設名 特別養護老人ホーム せせらぎ苑 

発表者氏名 増澤典子、濱口絵美、桐高とよみ、西村裕次 

②発表ﾃｰﾏ 
『お家へ帰ろう』 

～看取り期の里帰り外出から見えてくること～ 

施設名 特別養護老人ホーム 伊香の里 

発表者氏名 藤森勝吾 

③発表ﾃｰﾏ 
『認知症の方のエンド・オブ・ライフを考える』 

～一日一日″今〝〝この時〝を大切に～ 

施設名 グループホーム せせらぎ 

発表者氏名 北村陽子 

④発表ﾃｰﾏ 
『看取りケアに取組んで』 

～家族と共に最期の日々に寄り添うケア～ 

施設名 特別養護老人ホーム しがそせい苑 

発表者氏名 千代宜彦、今村一栄 

⑤発表ﾃｰﾏ 
『終末期の対応と理想の看取り』 

～本人が望むこと  これからの終末期ケア、看取りを考える～ 

施設名 多賀清流の里 

発表者氏名 居川 勉 

第
４
分
科
会 

『食事の取組みについて』 

①発表ﾃｰﾏ 
『初めての試み、その後』 

～“食べたい”気持ちに向き合う～ 

施設名 小規模多機能型居宅介護事業所 「良の家」 

発表者氏名 鵜飼達史 

②発表ﾃｰﾏ 
『ユニットでつくるごはん』 

～ごはんは心の栄養～ 

施設名 介護老人福祉施設 なみき 

発表者氏名 兼岩善行、中嶋千春 

③発表ﾃｰﾏ 
『特養での食の QOLを考える』 

～食から健康維持を目指して～ 

施設名 特別養護老人ホーム 清水苑 

発表者氏名 小森千晶 

④発表ﾃｰﾏ 
『口腔ケアを通した医療・介護関連肺炎の予防の取り組み』 

～入院主疾患からケアを見直す～ 

施設名 特別養護老人ホーム ふじの里 

発表者氏名 井上良信 

⑤発表ﾃｰﾏ 
『食事の楽しみと本人の思いを受けとめた食事ケア』 

～ブラックペッパーアロマを使用した嚥下機能の変化～ 

施設名 特別養護老人ホーム せせらぎ苑 

発表者氏名 池田若沙、清水美佐子、稲田梨菜、 

  

  

  



 

 5 

第
５
分
科
会 

『食事の取組みについて』 

①発表ﾃｰﾏ 
『口から食べることの大切さ』 

～栄養士としてできること～ 

施設名 特別養護老人ホーム しがそせい苑 

発表者氏名 奥村容子、内田妙子 

②発表ﾃｰﾏ 
『初めてのクリスマスランチバイキング』 

～ソフト食の経緯と現状～ 

施設名 特別養護老人ホーム あやめの里 

発表者氏名 足利 勉、西村浩美 

③発表ﾃｰﾏ 
『能登川園における食事の工夫』 

～誰もが楽しめる食事を～ 

施設名 特別養護老人ホーム 能登川園 

発表者氏名 清水祐子 

④発表ﾃｰﾏ 
『獲って！作って！食べる！喜びを利用者と共に』 

～材料から料理へ、１品料理の力～ 

施設名 十二坊デイサービスセンター 

発表者氏名 宮川博之 

第
６
分
科
会 

『人材育成』 『地域へのサービス展開や施設災害対応と地域貢献活動』の取組みについて 

①発表ﾃｰﾏ 
『新人職員育成に関しての取り組み』 

～楽しい職場づくり～ 

施設名 特別養護老人ホーム あぼし 

発表者氏名 但馬見規 

②発表ﾃｰﾏ 
『業務改善委員会の活動とその成果』 

～平成２３年度活動内容について～ 

施設名 ぼだいじデイサービスセンター 

発表者氏名 福井麻里子、増田静香 

③発表ﾃｰﾏ 
『ゆいの里の防災の取り組みについて』 

～施設の安全管理と地域との連携について～ 

施設名 特別養護老人ホーム ゆいの里 

発表者氏名 田中将之、原田貴司 

④発表ﾃｰﾏ 
『社会福祉法人が行う地域貢献活動』 

～古民家（中北の家）を活用した地域交流の一事例～ 

施設名 特別養護老人ホーム ぎおうの里 

発表者氏名 古谷あけみ、閑林康夫 

⑤発表ﾃｰﾏ 
『施設における人材育成について』 

～脱 3Kから新 3Kへ～ 

施設名 養護老人ホーム 大津老人ホーム 

発表者氏名 

 
片山義和 
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＜別紙＞ 

第３回滋賀県老人福祉施設研究協議大会参加申込書 

 

１．参加形態（いずれかに○をつけて下さい） 

 

 

 

 

 

２．参加申込 

（１）滋賀県老人福祉施設協議会会員の方 

施設名  法人名  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

参加者氏名 役職名 主に参加する分科会 

  第（   ）分科会 

  第（   ）分科会 

  第（   ）分科会 

（２）非会員の方 

参加者氏名 所属 主に参加する分科会 

  第（   ）分科会 

連絡先住所 
〒  

 

連絡先ＴＥＬ／ＦＡＸ  

連絡先電子メールアドレス  

＜通信欄＞ 

 

 

※午前中の分科会では、お聞きになりたい発表をご自由に移動してお聞きいただけます。 

※この申込書で取得した個人情報は、この大会の運営に関すること以外では使用しません。 

参加申込締切：平成 24 年 10月 12 日（金） 

参加申込ＦＡＸ： ０７７－５６７－３９２８ 

滋賀県老人福祉施設滋老協事務局 あて 

 参  加  形  態 

 1 日（午前・午後）参加 

 午前のみ参加 

 午後のみ参加 

参加申込の「主に参加する分科会」欄に

ご記入をお願いします。 
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【会場案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒525-0072 滋賀県草津市笠山 7－8－13 

＜バス＞ 

●JR瀬田駅から長寿社会福祉センターまで約１５分 下車すぐ 
●JR瀬田駅から滋賀医科大学西門まで約１０分 徒歩約５分 
●JR南草津駅から長寿社会福祉センターまで約２５分 下車すぐ 

＜タクシー＞ 

●ＪＲ草津駅～  約１５分 

●ＪＲ南草津駅～ 約１０分 

●ＪＲ瀬田駅～  約１０分 

＜高速道路＞ 

●草津田上インター～ 約 ５分 

●瀬田東インター～  約１０分 

●瀬田西インター～  約２０分 

 

 


